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Emanuel R. Piore 賞，同9年紫綬褒章，同15年国際































































































流事業に関連し，10 月 23 日（木），24 日（金）の
2 日間にわたり，「第 16 回 JSPS 拠点大学交流事
業『都市環境』日中合同会議」が中国の西安建築

























































































































































































































































































































































































































１．日　　　時：平成21年 2 月13日（金）13：00 ～ 17：00，14 日（土）9：15 ～ 12：15
２．場　　　所：京大会館
３．定　　　員：100名（先着順）
４．受 講 資 格： 学校教育関係者および心理臨床専門家（事例に関する守秘義務を守れる方）。詳しくは，募集
要項参照。
５．受 講 料：6，200円（消費税を含む）




７．申 込 締 切：平成20年12月末日
８．問い合わせ先：京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター
　　　　　　　　　TEL：075－753－3052　FAX：075－753－3018
　　　　　　　　　URL： http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/event/index.html
　（大学院教育学研究科）
第１２回リカレント教育講座
「『心の教育』を考える－個のあり方を大事にする関わり̶」
お知らせ
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防災研究所 附属地震予知研究センター 逢坂山観測所
（http://www.rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp/main/obs/osk/oskJ.html）
　逢坂山観測所は，京都府と滋賀県の府県境を滋賀県側
に少し下った，国道161号線沿いにあります。観測坑道は，
東海道本線の旧逢坂山隧道を借用しています。この隧道
は，1878年から1880年にかけて日本人だけの手によって
掘削された日本最初の山岳隧道で，現在は鉄道記念物と
なっています。近くには平安時代以降たびたび和歌に詠
まれたことで有名な「逢坂の関跡」があり，また，百人一
首で有名な蝉丸法師を祭る蝉丸神社や関清水跡等の名所
旧跡が多数あります。国道沿いに位置するにもかかわら
ず，観測所の敷地内には野生動物も出没します。これま
でに見かけたものでは，猪・鹿・狸・雉などがいます。
クマさんだけは現れないことを願っています。
　当観測所は，1970年に地震予知研究を目的として設立
されました。現在，長さ670ｍの主坑道（旧逢坂山隧道）
とそれに交差する 2本の分岐坑道（観測所設立時に掘削）
内に各種の計測装置を設置して，主として地殻変動の観
測を行っています。設置されている主な観測計器は，伸縮計 3成分と地下水位計です。伸縮計は岩盤の微
小な歪を測定する装置で，20～50ｍ離れた基準点間の距離の変化を精密に測る装置です。測定できる距離
変化の最小値は凡そ1nm（100万分の1mm），最大値は1mmです。従って，伸縮計が検出できる岩盤の歪
変化量は1000億分の1の桁から10万分の 1の桁になります。（歪は，長さ変化÷元の長さ，で表されます。）
地下水位計は，観測坑道の床面から更に２０ｍ岩盤を掘り抜いた井戸の水位を計測する装置で，周辺岩盤内
伸縮計の概念図（上）と伸縮計の変位センサー部分（下）。
白いパイプは基準尺として使用している溶融石英管。
隔地施設
紹介
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の水圧の変化を測定する装置です。井戸の水位は，通常１日に
約１cm程上下しながら，１年間では１ｍ近い増減を示します。
地下水位の変化は，主として月と太陽の引力による潮汐力（日
変化）と周辺の降水量（年変化）によって生じますが，稀に周辺
岩盤の変形が原因と考えられる異常変動が観測されることもあ
ります。これらのデータは観測坑道のすぐそばにある観測棟ま
で光ケーブルで伝送され記録されています。データの参照は，
観測棟ではもちろん，通信網を介して宇治の地震予知研究セン
ター研究棟でもほぼリアルタイムで行うことが出来ます。逢坂
山観測所は，近畿地方の主要な活断層である「花折断層」と「琵
琶湖西岸断層」の直近に位置することから，断層の活動に関連
した歪変化を捉えられる可能性があり，地震予知研究にとって
重要なデータの取得が期待されます。
　当観測所の坑道は全延長６７０ｍと長大であり，しかも坑道の
中間地点は地表から約９０ｍの深さにあるため，外気温の変化は
周囲の岩盤によって遮られ，坑道内の気温変化は年間を通して１００分の１～２度程度しか有りません。こ
の温度変化は，外気温の変化によってもたらされるものではなく，気圧変化が原因で生じることが分かっ
ています。空気を圧縮すると温度が上がり，逆に減圧すると温度が下がることは御承知と思いますが，観
測坑道は丁度巨大なピストンのようなもので，気圧の増減に伴って坑道内の気温が変化します。このメカ
ニズムは詳しく分かっていますので，坑
道内の気温変化は気圧計の記録から
１０００分の１度未満の精度で求めること
ができます。前述の伸縮計は二つの基準
点間の距離の変化を測るために，基準点
間に熱膨張係数が小さい材質の棒（基準
尺）を差し渡して，その一端を第１の基
準点に固定し，もう一方の端と第２の基
準点の間の距離を測定する仕組みになっ
ています。基準尺の長さは温度が１度変
化すると１０００万分の１程度変化します。
地下水位観測用の井戸。水位は坑道床面から 
１～２ｍ上の位置にある。
２００８年四川地震に際して得られた歪地震波形と水位変化。水位変化は地震波
によって周辺の岩盤が変形したために生じたと考えられる。
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従って，通常の外気温の下では基準尺の長さ変化のほうが岩盤の伸び縮みよりもはるかに大きくなってし
まい，高精度の測定ができません。しかし，気温変化が100分の 1度程度しかない観測坑道の中では，基
準尺の長さ変化が１０億分の１程度に抑えられますし，更に気圧計記録から求められる坑道内気温に基づい
て基準尺の熱膨張による誤差を補正することによって，１００億分の１未満の精度で測定ができることにな
り，伸縮計が持つ限界性能に近い計測が可能になります。このような高分解能の記録は，地震予知研究だ
けではなく，地球自由振動（大地震などが原因で，地球全体が特定の周期で振動する現象）等の微小な変動
を示す現象の解明にも使用されます。
　当観測所は，気温変化の少ない環境を利用して，　温
度変化に敏感な測定器の開発実験や検定のために利用さ
れることもあります。地殻変動観測とは直接関係ありま
せんが，大変珍しい実験材料が観測坑道内に置かれてい
ます。それは，故熊谷直一名誉教授が１９６０年頃に始めら
れた「花崗岩流動室内実験」に使用された花崗岩です。こ
れは，花崗岩の石柱の両端を支持して水平に設置し，そ
の石柱が重力によってどのように変形するかを観察する
実験です。実験開始当初から３０年ほどの間は本部地区に
置かれていましたが，設置されていた建物が改修される
ことになったため，当観測所に移設されたものです。地
殻変動観測も気の長い研究ですが，それをも凌ぐ大変な
実験だと思います。
連絡先
〒520-0054　滋賀県大津市逢坂１
TEL： 077－524－0272
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・ ＪＲ大津駅から徒歩１０分
　・京阪電鉄京津線上栄町から徒歩８分
　・京都側から国道１号線を草津方面へ走り国道１６１号線（旧道）へ分岐してすぐの所
職員構成
教員（兼任） ４名
花崗岩流動室内実験のための花崗岩石柱。自重だけでの
変形を観るためのもの（上）と，中央部に荷重を掛けてい
るもの（下）がある。
